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障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく 
企業名公表について 

～障害者の雇用状況に改善が見られない６社を公表します～ 
 

 
 

 

○ 民間企業については、障害者雇入れ計画の適正実施勧告を行ったにもかかわらず、障

害者の雇用状況に改善が見られない場合、「障害者の雇用の促進等に関する法律」（以

下「障害者雇用促進法」）第47条に基づき企業名を公表することができるとされており、以

下のとおり企業名を公表します。 

 

【障害者の雇用状況に改善が見られない企業】 

１ 株式会社タウンハウジング 

（本社：東京都千代田区、代表者：新田 泉、不動産賃貸業） 

２ 三栄電気工業株式会社 

（本社：東京都渋谷区、代表者：一瓢 秀次、設備工事業） 

３ シーレックス株式会社 

（本社：東京都千代田区、代表者：松浦 誠、ビルメンテナンス業） 

４ SKECHERS JAPAN合同会社 

（本社：東京都港区、代表者：デイビッド Ｋ．トダ、靴・履物小売業） 

５ 株式会社 SIMMTECH GRAPHICS 

（本社：長野県茅野市、代表者：李 珍煥、電子デバイス製造業） 

６ 株式会社サンポークリエイト 

（本社：広島県広島市、代表者：新原 純平、アクセサリー・雑貨小売業） 

    

 

 

 

 

 



１ 企業名の公表 

厚生労働省においては、平成29年から平成30年を計画期間とする雇入れ計画を作成した

260社のうち雇用状況の改善が特に悪かった５社及び平成30年から令和元年を計画期間と

する雇入れ計画を作成した179社のうち雇用状況の改善が特に悪かった25社の計30社を対

象に、障害者の雇用状況に改善が見られない場合、企業名を公表することを前提とした指導

（以下、「特別指導」という。）を実施してきました。 

その結果、６社は現在に至るまでも雇用状況に改善が見られないため、今般企業名を公

表します。(注) 

当省では今後とも、企業名を公表した企業に対し、引き続き、雇用率達成に向けた指導を

継続していきます。 

＜公表企業数の推移（単位：社）＞ 

年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 

企業数 ０ ０ ８ ０ ２ ０ ０ ０ １ ６ 

 

（注）  本来、平成29年からの雇入れ計画を作成した企業については令和元年度に特別指導を実施

した上で令和２年３月に、平成30年からの雇入れ計画を作成した企業については令和２年度

に特別指導を実施した上で令和３年３月に、それぞれ企業名を公表するところですが、平成

30年の障害者不適切計上に伴う公務部門における障害者採用の影響を踏まえ令和元年度に

おいて特例的に「行政措置」の猶予を実施したこと及び新型コロナウイルス感染症の影響を

踏まえて指導期間を延長し、今般合わせて公表するものです。 

 

 

＜参考＞ 

障害者雇用促進法では、障害者の雇用を促進するため、民間企業に対し、常時雇用する従業

員の一定割合（法定雇用率、民間企業は2.3％）以上の障害者の雇用を義務付けています。法

定雇用率を達成していない場合は、厚生労働大臣が「障害者雇入れ計画」の作成命令（第46条

第１項）や計画の適正実施の勧告（第46条第６項）を行い、勧告に従わない場合は、企業名を

公表できることになっています（第47条）。 

 



 

民間企業に対する指導の概要 
 
 

(1) 対象企業 

  下記①～②に該当する合計30社 

  ① 令和元年度の公表を前提としていた特別指導の対象である５社 

  ② 令和２年度の公表を前提としていた特別指導の対象である25社 

     

(2) 対象企業に対する指導の実施 
対象企業を管轄する公共職業安定所長から、対象企業に対し、障害者の雇用

に関する事業主の責務、障害者の雇用の現状、これまでの雇用率達成指導の経

緯等について十分説明の上、様々な雇用事例の提供や助言、求職情報の提供、

面接会への参加勧奨等を行いつつ、雇用義務を達成するよう指導・支援を継続

的に実施しました。これと併せて、必要に応じて都道府県労働局幹部による訪

問指導、厚生労働省に来省を求めての指導を実施しました。 

さらに、これらを踏まえて、都道府県労働局及び公共職業安定所においても、

引き続き指導・支援を行いました。 
 

(3) 公表基準 

令和３年１月１日現在において、実雇用率が令和元年の全国平均実雇用率

（2.11％）未満の場合（法定雇用障害者数が４人以下の企業については当該数

が３～４人で雇用障害者数が０人の場合）で、令和３年12月１日現在注において

も同様の状況にある場合、企業名を公表することとしています。 

なお、下記ア又はイのいずれかに該当する場合は、初回の公表に限り公表を猶

予することとしています。 
 

ア 直近の障害者雇用の取組の状況から、実雇用率が速やかに令和元年の全国

平均実雇用率（2.11％）以上、又は不足数が０人となることが見込まれるも

のであること。 

イ 特別指導期間終了後の１月１日から１年以内に特例子会社の設立を実現し、

かつ、実雇用率が令和元年の全国平均実雇用率（2.11％）以上、又は不足数

が０人となると判断できるものであること。 

 
（注） 本来、平成29年を始期とする雇入れ計画を作成した企業については、平成31年４

月～12月に公表を前提とした特別指導を実施した上で、特別指導終了後の令和２年

１月１日現在の状況に基づいて令和２年３月に企業名を公表するところです。しか

しながら、平成30年の障害者不適切計上による公務部門における障害者採用により、

影響が生じる可能性があった民間企業への対応として、令和元年度においては、特
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例的に「行政措置」の猶予を実施したため、特別指導が行政措置猶予期間終了後の

令和２年４月～12月に実施されたことに加え、新型コロナウイルス感染症の影響に

より厚生労働省の指導が計画的に実施できなかったことから、令和３年12月１日現

在を公表の判断時点としたところです。 
    また、平成30年を始期とする雇入れ計画を作成した企業についても、本来令和２

年４月～12月の特別指導終了後の令和３年１月１日現在において公表を判断し、令

和３年３月に企業名を公表するところ、同様に、令和３年12月１日現在を公表の判

断時点としたところです。 
 

(4) 指導の結果 

 令和元年度の公表を前提としていた特別指導対象企業（５社）に対する指導の

結果、対象企業のうち１社については経営状況の悪化等により、今後の雇入れが

見込まれないことから特別指導終了後公表の対象外としましたが、２社について

は令和３年12月１日までに（3）の基準を上回る実雇用率の改善等が認められ、

残りの２社については改善が認められなかったため、障害者雇用促進法第47条の

規定に基づき公表することとしました。 

 

令和２年度の公表を前提としていた特別指導対象企業（25社）に対する指導の

結果、対象企業のうち21社については令和３年12月１日までに(3)の基準を上回

る実雇用率の改善等が認められましたが、残りの４社については改善が認められ

なかったため、障害者雇用促進法第47条の規定に基づき公表することとしました。 

 

(5) 今後の指導 

  公表企業及び公表を猶予した企業に対しては、今後も引き続き、法定雇用率達

成に向けた指導を実施します。 

  また、全国平均実雇用率以上等となったものの、法定雇用率を達成するまでに

は至っていない企業についても、早急に達成するよう、引き続き指導を実施しま

す。 
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民間企業に対する指導の結果等 
 
（表１） 対象企業の状況 
  

規
模
別 

1,000人以上規模企業 ４社 

1,000人未満規模企業 26 社 

産

業

別 

建設業 ２社 

製造業 ４社 

情報通信業 ３社 

卸売業、小売業 ７社 

不動産業、物品賃貸業 ２社 

学術研究、専門・技術サービス業 ３社 

宿泊業、飲食サービス業 ２社 

生活関連サービス業・娯楽業 １社 

教育、学習支援業 １社 

医療、福祉 ３社 

サービス業（他に分類されないもの） ２社 

合    計 30 社 

 
(表２) 指導の結果 
  

雇用義務を達成した企業  12 社 

全国平均実雇用率を上回った企業  ５社 

法定雇用障害者数３～４人企業で障害者を

１人以上雇用したなど、公表基準に該当しな

かった企業 
６社 

実雇用率が速やかに全国平均実雇用率以上

又は、不足数が０人となることが見込まれる

もの。 

  

０社 

経営状況の悪化等により、今後の雇入れが 
見込まれない企業  １社 

公表に至った企業 
 ６社 

合    計 30 社 

 
※ 法定雇用率未達成の企業に対しては、引き続き法定雇用率達成に向けて指導を実施し

ます。 

（公表猶予） 
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●平成28年
　　 10月～12月

　

●平成29年
１月

９月～10月
10月～12月

●平成30年 １月

２月～３月

４月

９月～10月

12月末

●令和元年
２月～３月

４月

12月末

●令和２年
４月 ４月

12月 12月

●令和３年12月

　（法第47条）

（２社） （４社）

公 表

労働局長名の雇用勧奨状

雇入れ計画期間満了

今回の公表企業に係る雇用率達成指導の流れ図

特 別 指 導
（ ９ カ 月 間 ）

【令和元年度の公表を前提としていた特別指導実施企業】

【令和２年度の公表を前提としていた特別指導実施企業】

（５社に対し実施） （25社に対し実施）

公 表

労働局長名の雇用勧奨状

雇入れ計画期間満了

特 別 指 導
（ ９ カ 月 間 ）

雇入れ計画作成命令

雇 入 れ 計 画 の 実 施
（２年間：平成30年1月～令和元年12月）

安定所長名の雇用勧奨状

適 正 実 施 勧 告
（48社に対し発出）

雇入れ計画作成命令

雇 入 れ 計 画 の 実 施
（２年間：平成29年1月～平成30年12月）

安定所長名の雇用勧奨状

適 正 実 施 勧 告
（57社に対し発出）

※１ 翌年１月を始期とする２年間の計画を作成するよう、
公共職業安定所長が命令を発出（法第46条第１項）

平成29年6月1日現在の雇用状況を踏ま

えて、178社に対し発出

※３ 適正実施勧告を発出した企業
へ送付

※２ 計画の実施状況が悪い企業に
対し、適正な実施を勧告（計画の
２年目） （法第46条第６項）

平成28年6月1日現在の雇用状況を踏ま

えて、260社に対し発出

平成29年6月1日現在の雇用状況を踏ま

えて、179社に対し発出

※４ 雇用状況の改善が特に遅れている企業に対し、公表を前提とした特別指導を実施

特別指導期間中、新型コロナウイルス感染症の影響により、特別指導が計画的に実施できなかったことを踏まえ、

本来の特別指導期間経過後も労働局、安定所による継続的な指導を実施した。

「行政措置」の猶予により、特別指導を延期
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株式会社タウンハウジングについて 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  株式会社タウンハウジング 

○ 所 在 地  東京都千代田区岩本町２－６－１０ 第一中野ビル 

○ 代表者名  新田  泉        

○ 事業内容   不動産賃貸業 

 

２ 指導経過 

平成28年12月19日 

 

法第46条第１項に基づき、飯田橋公共職業安定

所長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成29年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

平成30年３月８日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

平成30年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

令和２年４月～ 特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 

 

以上のような一連の指導の下で、企業側においては若干数の採用が行

われたが、店舗増に伴う従業員の増加に対して障害者の雇入れに向けた

求人条件や職務の見直しが十分でないため、障害者の雇用が進まず、引

き続きさらなる職域開発に努めているものの、令和３年12月１日現在の

実雇用率が0.46％と低い水準にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ28.6.1  570.0       5.0 0.88 6.0 

Ｈ29.6.1  615.0       5.0 0.81 7.0 

Ｈ30.6.1  693.0       3.0 0.43 12.0 

R1.6.1  754.0       4.0 0.53 12.0 

R2.6.1  864.0    3.0 0.35 16.0 

R3.1.1  904.0 3.0 0.33 16.0 

R3.6.1 1,006.0 3.0 0.30 20.0 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年12月1日現在、障害者の数は5.0人、実雇用率0.46％、不

足数20.0人であり、依然として未達成である。 
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三栄電気工業株式会社について 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  三栄電気工業株式会社 

○ 所 在 地  東京都渋谷区東２－２９－１２ 

○ 代表者名  一瓢 秀次        

○ 事業内容   設備工事業 

 

２ 指導経過 

平成28年11月24日 

 

法第46条第１項に基づき、梅田公共職業安定所

長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成29年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

平成30年２月５日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

平成30年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

令和２年４月～ 特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 

 

以上のような一連の指導の下で、企業側においては障害者向けの求人

が提出され、若干数の採用が行われたものの、障害者の雇入れに向けた

求人条件や職務の見直しが十分でないため、障害者の雇用が進まず、引

き続きさらなる職域開発に努めているものの、令和３年12月１日現在の

実雇用率が1.20％と低い水準にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ28.6.1  236.0       0.0 0.00 4.0 

Ｈ29.6.1  238.0       0.0 0.00 4.0 

Ｈ30.6.1  245.5       0.0 0.00 5.0 

Ｒ１.6.1  252.0       0.0 0.00 5.0 

Ｒ２.6.1  262.0    0.0 0.00 5.0 

Ｒ３.1.1  254.0 2.0 0.79 3.0 

Ｒ３.6.1  272.5 1.0 0.37 5.0 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年12月1日現在、障害者の数は3.0人、実雇用率1.20％、不

足数2.0人であり、依然として未達成である。 
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シーレックス株式会社について 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  シーレックス株式会社 

○ 所 在 地  東京都千代田区岩本町一丁目３番９号 高木ビル５Ｆ 

○ 代表者名  松浦 誠        

○ 事業内容   ビルメンテナンス業 
 

２ 指導経過 

平成27年12月22日 

 

法第46条第１項に基づき、飯田橋公共職業安定

所長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成28年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

令和29年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

平成30年３月12日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

平成30年４月１日～ 雇入れ再計画の実施（計画期間 １年９か月間） 

令和元年12月31日 雇入れ再計画の期間満了 

令和２年４月～ 
特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 
現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 
 

以上のような一連の指導の下で、企業側においては令和２年度までの

間において障害者向けの求人が提出され、若干数の採用が行われたもの

の、その後障害者の雇入れに向けた取組が行われていないため、障害者

の雇用が進まず、令和３年12月１日現在の実雇用率が0.49％と低い水準

にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ27.6.1 512.0       3.5 0.68 6.5 

Ｈ28.6.1 529.5       3.0 0.57 7.0 

Ｈ29.6.1 587.0       4.0 0.68 7.0 

Ｈ30.6.1 568.0       5.5 0.97 6.5 

Ｒ１.6.1 564.5       4.5 0.80 7.5 

Ｒ２.6.1 577.5   5.5 0.95 6.5 

Ｒ３.1.1 592.5     4.5 0.76 8.5 

Ｒ３.6.1 562.0 4.5 0.80 7.5 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年12月1日現在、障害者の数は2.5人、実雇用率0.49％、不

足数8.5人であり、依然として未達成である。 
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SKECHERS JAPAN 合同会社について 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  SKECHERS JAPAN合同会社 

○ 所 在 地  東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター36階 

○ 代表者名  デイビッド Ｋ．トダ 

○ 事業内容   靴・履物小売業 

 

２ 指導経過 

平成29年12月22日 

 

法第46条第１項に基づき、品川公共職業安定所

長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成30年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

平成31年２月７日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

令和元年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

令和２年４月～ 
特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 
現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 

  

以上のような一連の指導の下で、企業側においては実習の受け入れも

実施しつつ若干数の採用が行われたものの、障害者の雇入れに向けた求

人条件や職務の見直しが十分でないため、障害者の雇用が進まず、引き

続きさらなる職域開発に努めているものの、令和３年12月１日現在の実

雇用率が0.84％と低い水準にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ29.6.1 160.0        0.0 0.00 3.0 

Ｈ30.6.1 190.5        0.0 0.00 4.0 

Ｒ１.6.1 262.0        2.0 0.76 3.0 

Ｒ２.6.1 254.5     2.0 0.79 3.0 

Ｒ３.1.1 230.0     2.0 0.87 3.0 

Ｒ３.6.1 246.0     1.0 0.41 4.0 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年12月1日現在、障害者の数は2.0人、実雇用率0.84％、不

足数3.0人であり、依然として未達成である。 
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株式会社 SIMMTECH GRAPHICS について 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  株式会社 SIMMTECH GRAPHICS 

○ 所 在 地  長野県茅野市塚原１－８－３７ 

○ 代表者名  李 珍煥 

○ 事業内容   電子デバイス製造業 

 

２ 指導経過 

平成29年12月21日 

 

法第46条第１項に基づき、諏訪公共職業安定所

長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成30年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

平成31年２月25日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

令和元年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

令和２年４月～ 
特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 
現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 

  

以上のような一連の指導の下で、企業側においては障害者向けの求人

を提出し、若干数の採用が行われたものの、障害者の雇入れに向けた求

人条件や職務の見直しが十分でないため、障害者の雇用が進まず、引き

続きさらなる職域開発に努めているものの、令和３年12月１日現在の実

雇用率が1.13％と低い水準にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ29.6.1 662.0        6.0 0.91 7.0 

Ｈ30.6.1 618.0        6.0 0.97 7.0 

Ｒ１.6.1 650.0        6.0 0.92 8.0 

Ｒ２.6.1 614.0     5.0 0.81 8.0 

Ｒ３.1.1 602.0     5.0 0.83 8.0 

Ｒ３.6.1 615.0     5.0 0.81 9.0 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年12月1日現在、障害者の数は7.0人、実雇用率1.13％、不足

数7.0人であり、依然として未達成である。 
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株式会社サンポークリエイトについて 
 

１ 企業概要 

 ○ 企 業 名  株式会社サンポークリエイト 

○ 所 在 地  広島県広島市中区袋町６－５１ サンポービル５階 

○ 代表者名  新原 純平 

○ 事業内容   アクセサリー・雑貨小売業 

 

２ 指導経過 

平成29年11月27日 

 

法第46条第１項に基づき、広島公共職業安定所

長から障害者雇入れ計画作成命令を発出 

平成30年１月１日～ 雇入れ計画の実施（計画期間 ２年間） 

平成31年２月15日 雇入れ計画の適正実施勧告を発出 

令和元年12月31日 雇入れ計画の期間満了 

令和２年４月～ 
特別指導の対象企業に選定し、特別指導を開始 

（～令和２年12月） 

令和３年１月～ 
現在に至るまで労働局、安定所による継続的な

指導を実施 

  

以上のような一連の指導の下で、企業側においては令和２年度までの

間において障害者向けの求人が提出され、若干数の採用が行われたもの

の、その後障害者の雇入れに向けた取組が行われていないため、障害者

の雇用が進まず、令和３年６月１日現在の実雇用率が0.59％と低い水準

にとどまっている。 

 

３ 障害者雇用状況の推移 

 基礎労働者数 障害者の数 実雇用率 不足数 

Ｈ29.6.1 264.0        0.0 0.00 5.0 

Ｈ30.6.1 293.0        1.0 0.34 5.0 

Ｒ１.6.1 303.0        1.0 0.33 5.0 

Ｒ２.6.1 359.0     1.0 0.28 6.0 

Ｒ３.1.1 360.0     2.0 0.56 5.0 

Ｒ３.6.1 339.0     2.0 0.59 5.0 

（注1）  障害者の数には、重度障害者のダブルカウント等が含まれている。 

（注2） 令和３年６月1日現在、障害者の数は2.0人、実雇用率0.59％、不足

数5.0人であり、依然として未達成である。 
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(参考) 

 

○ 障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和35年法律第123号）（抄） 

（対象障害者の雇用に関する事業主の責務） 

第三十七条 全て事業主は、対象障害者の雇用に関し、社会連帯の理念に基づき、適当な雇用の

場を与える共同の責務を有するものであつて、進んで対象障害者の雇入れに努めなければなら

ない。 

２ この章、第八十六条第二号及び附則第三条から第六条までにおいて「対象障害者」とは、身

体障害者、知的障害者又は精神障害者（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和二十

五年法律第百二十三号）第四十五条第二項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

ているものに限る。第三節及び第七十九条第一項を除き、以下同じ。）をいう。 

 

 

 

（一般事業主の雇用義務等） 

第四十三条 事業主（常時雇用する労働者（以下単に「労働者」という。）を雇用する事業主を

いい、国及び地方公共団体を除く。次章及び第八十一条の二を除き、以下同じ。）は、厚生労

働省令で定める雇用関係の変動がある場合には、その雇用する対象障害者である労働者の数が、

その雇用する労働者の数に障害者雇用率を乗じて得た数（その数に一人未満の端数があるとき

は、その端数は、切り捨てる。第四十六条第一項において「法定雇用障害者数」という。）以

上であるようにしなければならない。 

２ 前項の障害者雇用率は、労働者（労働の意思及び能力を有するにもかかわらず、安定した職

業に就くことができない状態にある者を含む。第五十四条第三項において同じ。）の総数に対

する対象障害者である労働者（労働の意思及び能力を有するにもかかわらず、安定した職業に

就くことができない状態にある対象障害者を含む。第五十四条第三項において同じ。）の総数

の割合を基準として設定するものとし、少なくとも五年ごとに、当該割合の推移を勘案して政

令で定める。 

３～５ （略） 

 

（一般事業主の対象障害者の雇入れに関する計画） 

第四十六条 厚生労働大臣は、対象障害者の雇用を促進するため必要があると認める場合には、

その雇用する対象障害者である労働者の数が法定雇用障害者数未満である事業主（特定組合等

及び前条第一項の認定に係る特定事業主であるものを除く。以下この条及び次条において同

じ。）に対して、対象障害者である労働者の数がその法定雇用障害者数以上となるようにする

ため、厚生労働省令で定めるところにより、対象障害者の雇入れに関する計画の作成を命ずる

ことができる。 

２～４ （略） 

５ 厚生労働大臣は、第一項の計画が著しく不適当であると認めるときは、当該計画を作成した

事業主に対してその変更を勧告することができる。 
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６ 厚生労働大臣は、特に必要があると認めるときは、第一項の計画を作成した事業主に対して、

その適正な実施に関し、勧告をすることができる。 

 

（一般事業主についての公表） 

第四十七条 厚生労働大臣は、前条第一項の計画を作成した事業主が、正当な理由がなく、同条

第五項又は第六項の勧告に従わないときは、その旨を公表することができる。 

 

○ 障害者の雇用の促進等に関する法律施行令（昭和35年政令第292号）（抄） 

 

（障害者雇用率） 

第九条 法第四十三条第二項に規定する障害者雇用率は、百分の二・三とする。 
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